
一　

は
じ
め
に

い
い
づ
な
歴
史
ふ
れ
あ
い
館
の
『
開
館
二
〇
周
年
記
念
特
別
展　

信
州
赤
塩
焼
』
に

「
赤
塩
焼
の
歴
史
」（
１
）
を
執
筆
し
て
い
た
際
、
小
山
丈
夫
氏
（
い
い
づ
な
歴
史
ふ
れ
あ

い
館
学
芸
員
）
か
ら
、
赤
塩
窯
で
焼
い
た
煉
瓦
を
使
用
し
た
と
伝
わ
る
戸
草
ト
ン
ネ
ル

（
隧
道
）（
写
真
１
）
は
、
現
業
社
（
南

一
郎
平
創
立
）
が
施
工
し
た
と
記
さ
れ

た
『
日
本
鉄
道
請
負
業
史　

明
治
編
』

（
以
下
、
請
負
業
史
）
を
紹
介
い
た
だ

い
た
。
そ
の
お
り
は
、
時
間
の
余
裕
が

な
く
執
筆
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
。

そ
の
後
、
赤
塩
窯
（
煉
瓦
）
と
現
業

社
の
関
係
を
知
ろ
う
と
町
内
の
資
料
を

見
返
す
中
で
、
直
江
津
線
敷
設
に
か
か

わ
っ
た
請
負
業
者
や
現
業
社
（
南
一
郎

平
）
に
つ
い
て
新
た
な
知
見
を
加
え
る

こ
と
が
で
き
た
の
で
報
告
し
た
い
。
本
稿
が
、
当
時
事
業
に
携
わ
っ
た
官
民
の
関
係
者

の
資
料
掘
り
起
こ
し
と
、
顕
彰
の
契
機
に
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

直
江
津
線
（
信
越
線
：
現
し
な
の
鉄
道
北
し
な
の
線
ほ
か
）（
図
１
）
の
鉄
道
敷
設

事
業
は
、
当
地
に
と
っ
て
維
新
後
あ
る
い
は
有
史
以
来
の
一
大
事
業
で
あ
っ
た
に
も
関

わ
ら
ず
、
そ
の
実
態
は
不
明
な
点
が
多
い
。
本
論
に
入
る
前
に
、
直
江
津
線
敷
設
工
事

の
経
過
を
簡
単
に
ま
と
め
て
お
く
。

直
江
津
線
（
信
越
線
）
敷
設
工
事
と
飯
綱
町

　
　
　
　
　
　
―
南
一
郎
平
（
現
業
社
）
と
請
負
業
者
ら
の
記
録
―�

小
栁
　
義
男

いいづな歴史ふれあい館紀要 11：1－17（2024）

図１　直江津線工事関係略図（44）

１普光寺　２小玉　３川谷

写真１　戸草隧道（明治 20年 11 月竣工）

キ
ー
ワ
ー
ド
：
鉄
道
局
、
鉄
道
工
事
請
負
、
直
江
津
線
（
信
越
線
）
敷
設
工
事
、
戸
草
隧
道
、
穀
類
出
入
日
計
簿
、
現
業
社
、
児
島
組
、
三
谷
組
、
小
川
組
、
山
崎
組
、
南
一
郎
平
（
南
尚
）、

　
　
　
　
　
　

本
間
英
一
郎
、
小
川
徳
平
、
三
谷
長
吉
、
山
崎
菊
次
郎

＜
研
究
ノ
ー
ト＞
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二　

直
江
津
線
敷
設
の
経
過
（
各
項
文
末
丸
数
字
は
引
用
文
献　

注
２
参
照
）

１
８
７
２
（
明
治
５
）
９
・
12　

新
橋
・
横
浜
間
の
鉄
道
開
業
式
（
②
）

１
８
７
４
（
明
治
７
）
５
月　

大
阪
・
神
戸
間
の
鉄
道
開
業
（
②
）

１
８
７
７
（
明
治
10
）
２
月　

京
都
・
大
阪
間
の
鉄
道
開
業
（
②
）

１
８
８
０
（
明
治
13
）
６
月　

京
都
・
大
津
間
の
鉄
道
開
業
（
日
本
人
技
術
者
の
み
で

建
設
し
た
最
初
の
鉄
道
）（
②
）

１
８
８
１
（
明
治
14
）
12
月　

日
本
鉄
道
会
社
設
立
。
東
京
・
高
崎
間
及
そ
の
中
央
よ

り
青
森
に
至
る
線
路
の
敷
設
を
第
一
計
画
と
す
る
（
①
）

１
８
８
２
（
明
治
15
）
９
・
８　

高
田
（
上
越
市
）
の
室
考
次
郎
ら
、
直
江
津
・
上
田

間
の
鉄
道
建
設
を
め
ざ
す
信
越
鉄
道
会
社
の
発
起
者
大
会
議
を
開
催
（
③
）

１
８
８
３
（
明
治
16
）
８
月　

長
野
に
信
越
鉄
道
会
社
の
支
社
を
設
け
る
（
③
）

10
・
23　

高
崎
―
大
垣
間
の
中
山
道
幹
線
建
設
が
指
令
さ
れ
る
（
①
）

１
８
８
４
（
明
治
17
）
４
・
26　

信
越
地
方
の
有
志
者
、
上
田
か
ら
直
江
津
を
経
て
新

潟
に
達
す
る
鉄
道
建
設
を
目
的
に
、
信
越
鉄
道
会
社
の
創
立
願
い
を
新
潟
・
長
野
両

県
令
あ
て
に
提
出
（
①
）
※
出
資
者
に
倉
井
村
の
若
林
桂
造
（
千
円
）（
⑨
）

５
・
18　

工
部
卿
上
田
―
直
江
津
間
は
官
設
に
す
べ
き
と
上
申
（
①
）

７
・
２　

太
政
大
臣
、
新
潟
・
長
野
県
令
に
中
山
道
幹
線
か
ら
新
潟
に
至
る
線
路
は

官
設
と
心
得
る
こ
と
と
指
令
（
①
）

９
・
12　

上
水
内
郡
役
所
、
戸
長
役
場
宛
て
に
工
部
省
技
手
国
沢
能
長
の
郡
内
巡
回

（「
鉄
路
線
、
為
予
測
」）
に
便
宜
を
図
る
こ
と
を
通
達
（
⑥
）

10
・
16　

井
上
鉄
道
局
長
、
中
山
道
幹
線
建
設
の
資
材
輸
送
線
と
し
て
、
上
田
・
直

江
津
間
の
建
設
を
上
申
（
①
）

11
月　
　

信
越
鉄
道
会
社
発
起
人
ら
、
再
度
新
潟
・
長
野
両
県
令
に
上
田
・
新
潟
間

の
中
山
道
幹
線
と
の
同
時
着
工
、
も
し
く
は
鉄
道
会
社
設
立
許
可
請
願
（
①
）

１
８
８
５
（
明
治
18
）
３
・
28　

直
江
津
・
上
田
間
の
建
設
認
可
（
①
）

４
月　
　

工
部
省
鉄
道
局
一
等
技
手
国
沢
能
長
…
直
江
津
新
町
清
水
源
吉
方
に
宿
泊

し
、
砂
山
に
事
務
所
を
設
け
て
、
測
量
を
開
始
（
④
）

６
・
25　

熊
本
丸
（
直
江
津
港
へ
）
新
橋
鉄
道
局
よ
り
工
事
用
レ
ー
ル
八
千
本
を
廻

送
（
④
）

７
月　

直
江
津
に
鉄
道
局
出
張
所
置
か
れ
る
。
権
大
技
長
松
本
荘
一
（
所
長
）
が
工

事
監
督
。
一
等
技
手
国
沢
能
長
が
直
江
津
・
関
山
間
の
工
事
担
当
（
①
）

８
・
11　

熊
本
丸
、
鉄
道
に
も
ち
い
る
軌
条
二
千
本
、
汽
鑵
車
一
台
、
鉄
荷
車
（
貨

物
車
）
一
六
台
、
瓦
製
伏
管
三
千
本
、
其
他
雑
器
械
を
搬
送
（
④
）

８
・
30　

中
頸
城
郡
土
橋
村
迄
鉄
軌
敷
設
終
了
（
④
）

８
月　

一
等
技
手
国
沢
能
長
ら
新
井
以
南
の
測
量
に
着
手
。
関
山
・
浅
野
間
は
山
岳

地
帯
を
通
過
す
る
た
め
数
回
に
わ
た
る
精
密
な
測
量
。
年
度
末
に
は
お
お
む
ね
測

量
が
完
了
（
①
）

９
・
４　

上
水
内
郡
役
所
「
上
田
・
直
江
津
間
鉄
道
、
工
事
…
順
次
当
管
下
へ
着
手

…
順
序
ハ
熊
坂
村
返
ヨ
リ
、
赤
川
ヲ
経
、
野
尻
村
・
柏
原
村
ノ
間
ニ
有
之
候
…
」

と
通
知
（
⑥
）

10
・
15　

高
崎
・
横
川
間
開
業
（
①
）

11
・
19　

牟
礼
村
清
水
民
之
助
ほ
か
「
鉄
道
測
量
樹
木
伐
採
料
金
下
附
願
」
を
牟
礼

村
外
十
ケ
村
戸
長
神
谷
巌
あ
て
に
提
出
（
⑦
）

11
・
29　

直
江
津
・
新
井
間
を
試
運
転
（
④
）

12
・
10　

こ
の
日
を
限
り
に
新
潟
県
内
の
工
事
（
冬
期
間
）
は
中
止
し
、
長
野
県
内

の
工
事
に
着
手
す
る
こ
と
に
な
る
（
④
）

１
８
８
６
（
明
治
19
）
１
月　

関
山
・
浅
野
間
着
工
。
本
間
英
一
郎
が
関
川
宿
に
お
い

て
担
当
（
①
）。

２
・
16　

信
州
古
間
村
鳥
井
（
鳥
居
）
川
端
に
て
鉄
道
普
請
始
る
（
⑤
）

２
・
28　

関
川
村
対
岸
の
熊
坂
村
に
て
鉄
道
普
請
始
る
（
⑤
）

３
・
１　

小
林
作
治
郎
ら
鉄
道
局
御
用
煉
化
石
製
造
を
請
負
。
４
月
30
日
ま
で
に
一

万
五
千
個
を
製
造
し
検
査
を
受
け
る
こ
と
な
ど
盟
約
（
⑨
）
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３
・
７　

浅
野
か
ら
関
川
間
の
鉄
道
工
事
、
作
業
員
六
千
余
人
で
着
手
（
柏
原
・
大

古
間
間
）（
⑩
）

３
・
11　

小
林
作
治
郎
ら
第
一
工
場
（
赤
塩
村
）
と
第
二
工
場
（
倉
井
村
）
を
設
立

し
、
本
年
８
月
30
日
ま
で
に
煉
瓦
十
五
万
個
を
第
一
工
場
、
三
十
万
個
を
第
二
工

場
に
お
い
て
製
造
す
る
こ
と
な
ど
盟
約
（
⑨
）

３
・
22　

小
玉
村
地
主
惣
代
川
口
啓
作
、戸
草
（
鉄
道
局
事
務
所
）
へ
出
頭
（
本
稿
）

３　
　
　

大
田
切
の
築
堤
工
事
に
着
工
（
本
間
英
一
郎
が
監
督
）。
鹿
島
組
請
負

４
・
５　

牟
礼
村
神
谷
戸
長
、
鉄
道
敷
地
に
か
か
る
小
玉
・
牟
礼
間
の
共
同
墓
地
移

転
申
請
を
木
梨
長
野
県
令
あ
て
に
提
出
（
⑦
）

４
・
14　
「
信
毎
」
路
線
は
浅
野
村
か
ら
長
野
町
経
由
に
決
定
し
た
と
報
じ
る
（
③
）

５
・
17　

赤
塩
第
一
工
場
で
最
初
の
煉
瓦
四
千
個
を
窯
出
し
（
⑨
）

６
・
11　

川
谷
と
小
玉
の
作
業
員
の
喧
嘩
で
死
傷
者
が
出
る
（
⑧
）

７
・
10　

信
州
牟
礼
駅
出
張
所
長
だ
っ
た
鉄
道
事
務
官
南
一
郎
平
が
現
業
社
を
創
立

し
、
浅
野
以
南
の
工
事
を
請
負
と
の
報
道
（
⑪
）

７
・
11　

鉄
道
工
夫
は
浅
野
村
よ
り
野
尻
村
ま
で
の
間
に
一
万
人
も
い
る
（
⑩
）

７　
　
　

東
西
両
京
を
結
ぶ
鉄
道
幹
線
、
中
山
道
か
ら
東
海
道
に
変
更
（
①
）

７　
　
　

鉄
道
普
請
中
山
崩
な
ど
に
て
各
地
に
死
傷
者
多
し
（
⑤
）

７
・
26　

こ
の
こ
ろ
よ
り
、
赤
塩
第
一
工
場
の
煉
瓦
、
戸
草
へ
運
ば
れ
た
か
（「
煉

化
出
荷
髙
當
ザ
扣
」）。
一
回
あ
た
り
五
十
個
（
駄
賃
十
銭
）（
⑨
）

８
・
１　

前
日
、
県
庁
内
に
（
コ
レ
ラ
）
検
疫
本
部
を
設
け
た
と
の
報
道
（
⑩
）

８
・
10　

倉
井
第
二
工
場
の
休
業
が
決
定
す
る
（
⑨
）

８
・
11　

牟
礼
・
浅
野
村
に
コ
レ
ラ
病
波
及
、
郡
役
所
は
牟
礼
・
浅
野
に
検
疫
出
張

所
・
避
病
院
を
設
置
す
る
（
⑦
）

８
・
15　

直
江
津
・
関
山
間
、
開
業
（
①
）

10
・
24　

現
業
社
（
浅
野
牟
礼
間
の
鉄
道
工
事
に
従
事
）、
コ
レ
ラ
病
死
者
の
施
餓

鬼
を
23
日
牟
礼
駅
で
挙
行
。
千
五
百
人
余
参
加
（
⑩
）

11
月　
　

こ
の
こ
ろ
、
吉
田
組
工
事
作
業
員
約
千
人
を
率
い
て
浅
野
村
に
到
着
。

　

日
当
十
五
、
六
銭
。
弁
当
を
も
た
な
い
者
に
は
六
、
七
銭
と
弁
当
を
支
給
（
③
）

12　
　
　

こ
の
年
、
赤
塩
第
一
工
場
で
十
万
八
千
個
余
の
煉
瓦
製
造
（
⑨
）

１
８�

８
７
（
明
治
20
）
１
・
５　

吉
田
寅
松
（
吉
田
組
）、
浅
野
避
病
院
へ
の
寄
付
に

よ
り
木
杯
下
賜
さ
れ
る
（
⑩
）

20
年
は
じ
め　

浅
野
・
上
田
間　

着
工

２
・
４　

雪
中
で
も
普
請
休
ま
ず
毎
日
雪
掘
人
足
出
る
（
⑤
）

４　
　
　

上
田
・
軽
井
沢
間　

着
工
（
①
）

７　
　
　

坂
口
新
田
隧
道
の
竣
工
（
②
）

９　
　
　

善
光
寺
境
内
に
工
事
犠
牲
者
の
「
供
養
塔
碑
」
が
建
立
さ
れ
る
（
⑫
）

11　
　
　

戸
草
・
大
廻
両
隧
道
の
竣
工
（
②
）

12
・
14　

大
田
切
の
築
堤
工
事
完
成
し
、
列
車
が
試
運
転
（
①
）

１
８
８
８
（
明
治
21
）
１
・
４　

関
川
に
鉄
橋
架
る
。
長
四
十
間
（
⑤
）

１
・
５　

汽
車
柏
原
迄
通
る
（
⑤
）

１
・
12　

鉄
道
雪
掘
り
の
為
毎
日
人
夫
出
る
。
日
当
十
五
銭
（
⑤
）

１
・
14　

柏
原
か
ら
長
野
ま
で
線
路
施
工
、
牟
礼
―
長
野
間
で
試
運
転
（
⑧
⑩
）

４
・
26　

官
報
廣
告
欄
に
直
江
津
・
長
野
間
の
「
鉄
道
列
車
時
刻
並
賃
金
」
が
掲
載

さ
れ
る
。
一
日
二
往
復
。
牟
礼
・
長
野
間
上
り
36
分
、
下
り
39
分
、
中
等
29
銭
、

下
等
15
銭
。「
但
牟
礼
停
車
場
ニ
限
リ
當
分
開
始
セ
ス
」

４
・
27　
「
信
毎
」
に
掲
載
さ
れ
た
「
鐡
道
局
」
の
直
江
津
・
長
野
間
の
「
滊
車
發

着
時
刻
及
賃
金
廣
告
」
に
は
、（
県
内
分
は
）
柏
原
、
豊
野
、
長
野
の
駅
名
の
み
。

牟
礼
駅
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
（
⑩
）

５
・
１　

関
山
・
長
野
間
、
開
業
（
①
）

８
・
15　

長
野
・
上
田
間
、
開
業
（
①
）

12
・
１　

上
田
・
軽
井
沢
間
、
開
業
（
①
）
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三　

小
玉
村
鉄
道
関
連
文
書

小
玉
区
（
現
飯
綱
町
）
に
は
、
明
治
19
年
か
ら
の
鉄
道
敷
設
に
関
連
し
た
文
書
が
所

蔵
さ
れ
て
い
る
（
３
）。
当
時
の
小
玉
村
集
落
内
を
縦
断
す
る
よ
う
に
鉄
道
が
敷
設
さ
れ

た
た
め
、
現
在
の
町
域
で
は
最
も
大
き
な
影
響
を
受
け
た
地
域
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う

な
事
態
に
村
が
ど
の
よ
う
に
対
応
し
た
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
文
書
群
で
あ

る
。
こ
の
中
に
、
小
玉
村
地
主
惣
代
の
川
口
啓
作
と
川
口
信
三
郎
が
明
治
19
年
・
20
年

に
記
録
し
た
文
書
が
三
点
含
ま
れ
て
い
た
（
４
）。

地
主
惣
代
の
業
務
は
多
岐
に
わ
た
り
、
鉄
道
局
・
役
場
（
牟
礼
村
外
十
ケ
村
役
場
）、

地
主
と
の
連
絡
調
整
、
潰
れ
地
や
残
地
に
係
わ
る
件
、
家
屋
や
樹
木
の
移
転
・
墓
地
新

設
に
係
わ
る
件
、
工
事
に
伴
う
土
置
場
・
土
捨
場
や
用
水
の
つ
け
替
え
新
設
に
係
わ
る

件
等
の
調
査
・
報
告
書
提
出
、
県
や
鉄
道
局
の
係
員
の
案
内
等
が
記
さ
れ
て
い
る
。
鉄

道
局
は
、
旧
来
の
村
の
組
織
を
う
ま
く
利
用
（
活
用
）
し
、
工
事
を
進
捗
さ
せ
て
い
た

こ
と
が
伺
え
る
内
容
で
あ
る
（
５
）。

川
口
啓
作
の
明
治
19
年
の
記
録
に
は
、
日
々
の
業
務
内
容
や
そ
れ
に
要
し
た
時
間
、

担
当
者
名
が
簡
潔
に
記
さ
れ
て
い
る
。
記
録
は
、
明
治
19
年
３
月
22
日
の
「
戸
草
迄
地

主
惣
代
ニ
テ
出
張
」
か
ら
始
ま
る
（
写
真
２
）。
戸
草
（
現
信
濃
町
）
近
辺
に
鉄
道
局

の
事
務
所
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

ま
た
、
川
口
信
三
郎
の
記
録
に
は
、「
仝
十
四
日
（
明
治
19
年
４
月
）
巾
杭
外
へ
砂

石
ヲ
出
ス
義
ニ
付
三
谷
ヘ
掛
合
」
と
記
載
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
段
階
で
「
三
谷
」
な
る

者
が
、す
で
に
小
玉
村
近
辺
で
工
事
を
実
施
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
「
三
谷
」

に
つ
い
て
は
、
明
治
19
年
10
月
16
日
付
倉
井
村
（
現
飯
綱
町
）
用
水
掛
文
書
に
、
三
谷

長
吉
よ
り
破
損
し
た
倉
井
用
水
の
補
償
金
（
五
円
）
を
受
領
し
た
文
書
が
残
さ
れ
て
お

り
（
６
）、
請
負
業
史
に
「
土
方
の
大
親
分
」
と
記
さ
れ
て
い
る
三
谷
長
吉
そ
の
人
を
指

す
も
の
と
思
わ
れ
る
（
７
）。

こ
の
ほ
か
、
牟
礼
鉄
道
局
建
築
係
宛
の
文
書
（
８
）
も
あ
り
、
当
地
に
鉄
道
局
の
建
設

係
を
含
む
部
署
が
お
か
れ
て
い
た
こ
と
も
確
認
で
き
る
。

四　

中
島
家
文
書
に
記
さ
れ
た
工
事
関
係
者

（
一
）
中
島
家
文
書
の
概
要

飯
綱
町
普
光
寺
の
中
島
家
か
ら
、
い
い
づ
な
歴
史
ふ
れ
あ
い
館
に
寄
贈
さ
れ
た
文
書

群
の
中
に
次
に
紹
介
す
る
三
点
が
含
ま
れ
て
い
た
。
中
島
家
は
「
油
屋
」
と
も
呼
ば
れ
、

普
光
寺
村
の
庄
屋
（
東
・
西
の
二
組
に
庄
屋
が
置
か
れ
た
。
中
島
家
は
西
組
）
を
数
代

勤
め
て
い
る
。
三
点
の
文
書
を
記
録
し
た
中
島
小
左
衛
門
も
庄
屋
を
勤
め
、
維
新
後
は

戸
長
等
を
歴
任
し
て
い
る
（
９
）。

（
二
）「
驛
逓
貯
金
取
□
」（
以
下　

驛
逓
貯
金
）

中
央
下
部
に
「
柏
与
版
」
と
記
さ
れ
た
用
紙
を
二
つ
折
り
に
し
て
綴
る
（
全
一
〇
三

丁
）。
各
頁
は
朱
線
（
印
刷
）
で
区
切
ら
れ
十
三
行
記
述
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

帳
簿
に
は
普
光
寺
村
を
中
心
と
す
る
人
た
ち
の
名
が
記
さ
れ
、
月
々
の
貯
金
額
等
と

受
領
印
が
押
さ
れ
た
頁
が
続
く
が
、
終
わ
り
に
近
い
部
分
に
、
鉄
道
工
事
請
負
人
の
名

写真２　川口啓作日誌
（明治 19年３月 22日～４月 24日）
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が
み
え
る
。
関
係
部
分
を
翻
刻
紹
介
す
る
。

　

明
治
廿
壱
年
壱
月
従
驛
逓
貯
金
取
□

一
金
拾
銭　
　
　

一
月
分　
　
　

丸
山
□
□
□

一
金
拾
銭　
　
　

二
月
分

一
金
拾
銭　
　
　

三
月
分

　
　

（
中
略
）

　

明
治
十
九
年
八
月
十
三
日　
　

鉄
道
工
事
請
負
人　

児
島
組

一
金
三
拾
円　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

成
重
藤
七
殿

　
　

仝
年
十
月
十
六
日

一
金
五
拾
円

　
　

仝
年
十
二
月

一
金
拾
円　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

　
　

明
治
二
十
年
八
月
従
九
月
迄　
　
　
　

児
島
組

一
金　

（
金
額
未
記
入
・
以
下
同
じ
）　
　

鎌
倉
梅
太
郎
殿　
　
　

」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

児
島
組

一
金　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
本
松
金
七
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

児
島
組

一
金　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
村
保
治
郎
殿

一
金　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
名
前
も
未
記
入
）　

」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
﨑
組

一
金　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
松
川
鶴
吉
殿　
　

」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鉄
道
請
負

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

現
業
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

齊
藤
利
貞
殿

　
　

四
月
廿
四
日

一
金　

三
陌
円
也　

貸

　
　
　
　
　

但
五
月
四
日　

本
金
受
取

　
　

十
一
月
十
日

一
金　

弐
陌
円
也　

時
借

　
　
　
　
　

但
十
一
月
十
五
日　

本
金
相
渡　

御
使
大
川
君
記
入

　
　

十
二
月
三
十
日

一
金　

弐
陌
円
也　

時
借　
　

小
縣
郡
上
田
宿
返
町
出
張
所

　
　

内　

明
治
廿
二
年
二
月
四
日

　
　
　

金　

百
弐
拾
五
円
也　
　

相
渡　
　

上
田
出
張
所

　
　
　
　

仝
年
三
月
廿
四
日

　
　
　

金　

七
拾
五
円
也　
　
　

相
渡　
　

上
田
出
張
所　
　
　

」

「
鉄
道
工
事
請
負
人　

児
島
組　

成
重
藤
七
」、「
鉄
道
請
負 

現
業
社 

齊
藤
利
貞
」

の
記
述
か
ら
、
児
島
組
お
よ
び
現
業
社
が
直
江
津
線
敷
設
に
か
か
わ
っ
た
こ
と
が
推
察

さ
れ
た
。

現
業
社
に
つ
い
て
は
別
項
で
も
ふ
れ
る
が
、
南
一
郎
平
が
創
立
し
た
会
社
で
、　

請

負
業
史
に
は
、
最
初
の
仕
事
が
直
江
津
線
の
請
負
だ
と
記
さ
れ
て
い
る
。

（
三
）「
穀
類
出
入
日
計
簿
」

「
明
治
廿
季
第
一
月
従
至
十
月
」（
以
下
、日
計
簿
１
）と「
明
治
廿
年
従
十
一
月
至
」（
二

一
年
六
月
四
日
ま
で
記
帳
あ
り
）（
以
下
、日
計
簿
２
）と
表
題
に
記
さ
れ
た
二
冊
の「
穀

類
出
入
日
計
簿
」（
以
下
、日
計
簿
）
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
中
島
小
左
エ
門
名
義
で
あ
る
。

と
も
に
中
央
下
部
に
「
柏
与
版
」
と
記
さ
れ
た
用
紙
（
縦
23
・
６
㌢
、
横
14
・
５
㌢
）

を
二
つ
折
り
に
し
て
綴
る
。
各
頁
は
朱
線
（
印
刷
）
で
区
切
ら
れ
一
頁
十
行
記
述
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
日
計
簿
１
は
一
九
九
丁
あ
る
が
、
後
半
三
十
九
丁
に
は
「
水

車
受
納
日
計
簿
」
等
が
記
さ
れ
て
い
る
。
日
計
簿
２
は
一
九
三
丁
、
穀
類
出
入
日
計
簿

は
前
半
五
十
丁
分
に
記
さ
れ
て
い
る
。

日
計
簿
に
は
「
月
日
、
摘
要
、
事
由
、
受
、
拂
、
残
額
」
の
項
目
が
あ
り
、
横
線
（
墨
）
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で
区
切
っ
て
い
る
。
多
く
は
一
件
一
行
で
書
か
れ
て
い
る
が
、
行
を
跨
い
で
の
記
述
も

見
ら
れ
る
。

摘
要
欄
に
は
、
上
々
白
米
、
上
白
米
、
中
白
米
、
白
米
、
ホ
ソ
白
米
、
モ
チ
白
米
な

ど
品
種
や
精
白
の
程
度
に
よ
る
等
級
分
け
が
記
さ
れ
る
。
ほ
と
ん
ど
が
米
で
あ
る
が
、

大
麦
、
小
麦
、
黒
大
豆
、
大
豆
、
蕎
麦
も
記
録
さ
れ
て
い
る
。
事
由
覧
に
は
、
購
入
先

や
運
搬
場
所
、
搬
送
者
名
（
吾
八
・
清
蔵
・
仲
二
朗
・
菫
太
な
ど
）
が
記
さ
れ
る
こ
と

も
あ
る
。
受
・
拂
の
覧
に
は
、
購
入
量
や
売
り
渡
し
先
へ
の
運
搬
量
が
記
さ
れ
る
。
多

く
は
壱
石
あ
る
い
は
五
斗
を
単
位
と
す
る
。
残
額
欄
へ
の
記
載
は
見
ら
れ
な
い
。

驛
逓
貯
金
の
資
料
か
ら
「
鉄
道
工
事
請
負
人　

児
島
組
」「
鉄
道
請
負　

現
業
社
」

の
記
録
を
見
出
し
た
こ
と
か
ら
、
も
し
や
と
思
っ
て
日
計
簿
を
読
ん
で
い
く
と
、
事
由

に
記
さ
れ
た
運
搬
場
所
の
記
録
か
ら
、
工
事
関
係
の
組
名
や
責
任
者
と
思
わ
れ
る
人
名

等
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
（
写
真
３
）。

日
計
簿
は
大
部
な
の
で
、
関
係
分
の
み
ま
と
め
て
紹
介
す
る
（
表
１
・
２
）。

〇
請
負
業
者
（
組
）
及
び
組
関
係
者

日
計
簿
に
は
、
児
島
組
成
重
藤
七
行
、
三
谷
組
中
森
栄
蔵
行
な
ど
と
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
児
島
組
、
三
谷
組
、
小
川
組
、
山
崎
組
の
四
組
に
穀
類
（
ほ
と
ん
ど
米
）
を

販
売
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
た
（
現
業
社
の
名
な
し
）。
宛
先
等
と
し
て
日
計
簿

に
記
さ
れ
て
い
た
会
所
や
人
物
を
列
記
す
る
。

児
島
組　

児
島
組
會
所
、
成
重
藤
七
、
木
田
福
太
、
加
来
松
三
郎
、
田
中
□
八
郎
、
田

中
代
細
川
、
山
本
春
治
、
鎌
倉
梅
太
郎
、
中
村
金
七
、
藤
本
恵
七
、
太
田
代
吉
、
枡
崎

萬
吉
、
七
ケ
市
八
五
郎
、
原
永
□
□
、
石
川
伊
助
、
中
森
髙
三
郎
、
竹
林
与
□
左
衛
門
、

井
上
宗
五
郎
、
松
田
元
厚
、
川
谷
石
工

三
谷
組　

中
森
栄
蔵
、
三
谷
竹
治
郎
、
三
谷
仲
治
郎
、
三
谷
永
吉
、
林
次
平
、
□
吉
、

三
谷
喜
助
、
三
谷
六
右
衛
門

小
川
組　

井
上
藤
左
衛
門
、
坂
（
阪
）
口
重
造
、
吉
川
、
太
田
信
吉

山
崎
組　

山
崎
會
所
、
川
谷
山
崎
出
張
所　

山
崎
菊
次
郎
、
衣
の
川
、
黒
柳
保
之
助
、

黒
柳
虎
三
郎
、
小
松
川
五
郎
吉
、
宮
本
佐
吉
、
黒
川
定
右
衛
門

そ
の
他　

鉄
道
局
本
間
、
小
川
徳
平

日
計
簿
に
は
ま
れ
に
、「
部
屋
」（
鎌
倉
部
屋
、
黒
柳
保
之
助
部
屋
）
の
表
記
が
見
え

る
。
先
に
記
し
た
組
関
係
者
の
多
く
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
屋
の
責
任
者
（
頭
）
で
は
な

写真３　日計簿１（明治 20年８月２・３日）
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表１　日計簿１集計（明治 20年 1月～ 10月）　
組名・責任者 １月 2 月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月
　児島組
成重藤七 1
木田福太 3 1 1 4 2.5 　
児島会所 0.5 1 0.5 2 1.5 0.5 1.5 0.5 1
加来松三郎 5 11 6.1 3 4 2 0.5 　
田中□八郎 1.5 1 1.5 3 0.5 　
山本春治 7 6.5 14 9 8.45 4
鎌倉梅太郎 4.5 4.1 2.5 4 5.2 3.5
中村金七 1 3.5 3.5 3 4 2.5
藤本恵七 2 6.5 13 9 3.95
太田代吉 1 1.5 3 　
枡崎萬吉 4 6 8.5 2.5
七ケ市八五郎 0.5 　
原永□□ 1 　
石川伊助 0.75 2.5 0.5
竹林与□左衛門 1 　
中森髙三郎 　 0.5 3
　児島組計　 4.5 1 7 11.5 25.1 35.6 53.75 43.5 26.6 14
　三谷組 　 　
中森栄蔵 5 7 3 2
三谷竹治郎 6 14
三谷仲治郎 1
三谷永吉 9.5 2 2
林次平 1.5 1
□吉 0.5
太田信吉売帳 2.5
三谷喜助 1
　三谷組計　 11 22 3 11.5 2 0 2 6.5
　小川組 　
井上藤左衛門 6.5 2 　
坂口重造 5 13 1.5
吉川 7.5 7.5 3.15 0.6
太田信吉 　 1 4.7
小川行 1
　小川組計　 12 16 9 7.5 4.15 5.3 0
　山崎組 　 　 　
山崎菊次郎 5 22.5 3
山崎會所 1 1 16.5 20 6.5 5
衣の川 5 6 6 1 1.5 1
山崎出張所 8 8 13 5.5
山崎　本宅 2 3 1
黒柳保之助 1
　山崎組計　 6 28.5 30.5 37 22.5 15 3
　月総計 4.5 1 18 51.5 72.6 86.6 100.25 70.15 48.9 23.5
　その他 　
本間 1 1 3.5 2
小川徳平 20 40 10.5

米と大麦（全量本間行）のみ掲載。数字は石数

表２　日計簿２集計（明治 20年 11 月～ 21年６月）
組名・責任者 11 月 12 月 １月 ２月 ３月 4 月 5 月 6 月 　組総計
　児島組
鎌倉 1.04
中村金七 0.2
会所 0.5
井上宗五郎 1.5
松田元厚 2 2.2 1
石工 0.5
児島組川谷 2 1
児島組□□ 1
井上 2 0.5
　児島組計 3.24 0 0 0 0 5.5 5.2 1.5 237.99 石
　三谷組
三谷喜助 2 3.5 2.5 1
三谷六右衛門 2 1 0.5
　三谷組計 2 3.5 2.5 1 0 2 1 0.5 70.5 石
　山崎組
山﨑菊次郎 2 6 3 5.5 1.5 3 2
黒柳虎三郎 5 6.4 3 2.5
黒柳保之助 1 1 8.6 2.5 0.2
高倉 0.2
　山崎組計 7 12.4 6 9 2.5 11.6 4.7 0.2 195.9 石
　小川組 0 0 0 0 0 0 0 0 53.95 石
　月総計 12.24 15.9 8.5 10 2.5 19.1 10.9 2.2 558.34 石
　その他
鉄道局　本間 1 1 大麦 9.5 石
小川徳平 70.5 石
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か
ろ
う
か
（
10
）。

〇
穀
類
の
搬
送
先

搬
送
先
は
、
各
組
の
会
所
や
丁
場
（
受
け
持
ち
現
場
）
が
多
い
。
確
認
で
き
た
の
は

以
下
の
箇
所
で
あ
る
。

児
島
組　

児
島
組
會
所
、
児
島
丁
場
、
川
谷
丁
場
、
川
谷

三
谷
組　
（
人
名
の
み
）

小
川
組　

小
川
丁
場

山
崎
組　

山
崎
會
所
、
小
玉
村
山
崎
會
所
、
川
谷
山
崎
出
張
所
、
旭
町
本
宅
、
長
野

新
道
山
崎
菊
次
郎
本
宅
行

鉄
道
局
本
間
行
（
関
川
住　

霜
取
（
鳥
）
左
衛
門
）

小
川
徳
平　

阪マ
マ

口
新
田
畑
山
桂
蔵
宅

川
谷
（
現
長
野
市
豊
野
町
）
は
普
光
寺
か
ら
約
５
㎞
、
本
間
の
い
た
関
川
（
新
潟
県

妙
高
市
）
ま
で
は
約
15
・
5
㎞
、
長
野
市
旭
町
約
17
・
4
㎞
に
な
る
。

関
川
や
長
野
市
旭
町
ま
で
実
際
に
届
け
て
い
る
こ
と
は
「
七
月
一
日
大
麦　

関
川
鉄

道
局
本
間
行　

清
蔵　

壱
石
」、「
仝
（
九
月
十
三
日
）
ホ
ソ
上
白　

長
野
新
道
旭
町
本

宅　

山
崎
菊
次
郎　

喜
市　

壱
石
」
と
い
う
よ
う
に
搬
送
者
名
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
確
認
で
き
る
。

な
お
、小
川
へ
の
搬
送
米
は
西
脇
喜
平
（
八
月
以
降
は
西
脇
嘉
平
）
か
ら
買
い
入
れ
、

西
脇
が
（
一
回
ご
と
二
・
三
日
に
分
け
て
）
坂
口
新
田
の
畑
山
桂
蔵
宅
（
小
川
徳
平
宛
）

に
届
け
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
西
脇
喜
平
は
「
信
越
鐡
道
會
社
創
立
願
」（

11
）
の
出
金

人
名
簿
に
「
千
五
百
圓　

仝
縣
仝
郡
（
新
潟
縣
中
頸
城
郡
）
仝
村
（
小
出
雲
村
）　

西

脇
喜
平
」
と
記
さ
れ
て
い
る
人
物
で
あ
ろ
う
。
西
脇
嘉
平
も
小
出
雲
村
の
住
人
で
あ

る
（
12
）。
小
出
雲
村
は
現
妙
高
市
役
所
付
近
に
あ
っ
た
。
坂
口
新
田
村
ま
で
は
15
㎞
ほ

ど
の
地
で
あ
る
。

〇�

穀
類
の
購
入
先　

一
万
人
と
も
い
う
作
業
員
（
工
夫
ら
）
へ
の
食
料
供
給
は
、
沿
線

の
小
規
模
な
村
（々
13
）
だ
け
で
賄
う
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。

中
島
家
で
は
、
普
光
寺
村
周
辺
の
個
人
や
水
車
所
有
者
（
横
川
傳
四
郎
、
挽
屋
荘
作
、

牟
礼
・
小
池
仲
治
郎
ら
）、
ま
た
柏
原
村
（
林
屋
）、
古
間
村
（
十
一
屋
）、
富
濃
村
（
黒

田
氏
ら
）
な
ど
の
近
隣
の
村
々
は
も
ち
ろ
ん
、
新
潟
方
面
か
ら
も
大
量
に
買
い
入
れ
て

い
る
。

新
潟
方
面
の
購
入
先
は
「
直
江
津
太
田
買
入　

関
川
継
柏
原
中
牛
馬
ゟ
入
」、「
直
江

津
共
同
商
店
買
入　

関
川
新
井
儀
一
継
」、「
直
江
津
共
同
商
店
買
入　

関
川
油
屋
継
」、

「
直
江
津
丸
山
伍
太
郎
買
入　

信
濃
屋
継
」「
直
江
津
市
川
支
店
買
入　

信
濃
屋
継
」「
西

脇
嘉
平
出　

関
川
信
濃
屋
継
」、「
西
脇
嘉
平
出　

柏
原
村
中
牛
馬
継
」、「
西
脇
嘉
平

出　

牟
礼
町
田
彦
三
郎
継
」、「
小
出
雲
村
入
村
幸
造
買
入　

信
濃
屋
継
」、「
関
川
駅
信

濃
屋
買
入　

柏
原
駅
継
小
玉
村
山
崎
會
所
行
」
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
（
14
）。

こ
と
に
西
脇
嘉
平
と
の
取
引
は
多
く
、
日
計
簿
に
は
取
引
ご
と
に
（
一
回
一
石
が
大

半
）
通
番
が
記
さ
れ
、
三
百
八
拾
四
（
20
年
10
月
５
日
）
ま
で
確
認
で
き
る
。

こ
う
し
た
記
述
か
ら
、
県
内
外
の
穀
物
販
売
業
者
と
協
力
し
て
米
を
中
心
と
す
る
食

料
供
給
に
あ
た
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
遠
方
か
ら
の
運
搬
は
中
牛
馬
会
社

な
ど
を
経
由
し
て
購
入
し
て
い
た
こ
と
も
わ
か
る
。

〇
搬
送
量
（
販
売
量
）

搬
送
量
（
販
売
量
）
を
総
計
す
る
と
、
５
５
８
石
３
斗
４
升
（
ほ
か
に
児
島
組
内
に

小
麦
５
斗
、
黒
大
豆
２
斗
３
升
）
に
の
ぼ
る
。
一
石
１
５
０
㎏
と
し
て
計
算
す
る
と
、

８
万
３
千
７
５
０
㎏
ほ
ど
に
な
る
。
こ
の
ほ
か
に
関
川
（
現
妙
高
市
）
の
本
間
英
一
郎

に
大
麦
を
９
石
５
斗
（
10
回
）、坂
口
新
田
（
現
妙
高
市
）
の
小
川
徳
平
に
70
石
５
斗
（
７

回
）
販
売
し
て
い
る
。

搬
送
量
を
月
別
に
み
る
と
、
20
年
１
月
４
石
５
斗
（
６
回
）、
２
月
１
石
（
１
回
）、

３
月
18
石
（
20
回
）、
４
月
51
石
５
斗
（
53
回
）、
５
月
72
石
６
斗
（
78
回
）、
６
月
86

石
６
斗
（
１
０
８
回
）、
７
月
１
０
０
石
２
斗
５
升
（
１
３
５
回
）、
８
月
70
石
１
斗
５

升
（
１
１
０
回
）、
９
月
48
石
９
斗
（
78
回
）、
10
月
23
石
５
斗
（
38
回
）、
11
月
12
石

２
斗
４
升
（
18
回
）、
12
月
15
石
９
斗
（
21
回
）、
21
年
１
月
８
石
５
斗
（
11
回
）、
２
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月
10
石
（
13
回
）
３
月
２
石
５
斗
（
４
回
）、
４
月
19
石
１
斗
（
24
回
）、
５
月
10
石
９

斗
（
14
回
）
６
月
２
石
２
斗
（
４
回
）
と
な
る
。

仮
に
一
人
一
日
一
升
（
15
）
を
消
費
し
た
と
す
る
と
、
最
盛
期
の
七
月
（
31
日
間
）

で
一
日
平
均
３
２
３
人
分
ほ
ど
で
あ
る
。
一
万
人
と
も
い
う
周
辺
の
作
業
員
へ
の
食
糧

供
給
に
は
、
多
く
の
穀
物
販
売
業
者
が
か
か
わ
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。

日
計
簿
か
ら
見
る
限
り
、
搬
送
量
の
ピ
ー
ク
は
７
月
で
前
後
の
５
・
６
月
、
８
月
の

四
か
月
間
で
59
％
ほ
ど
に
な
る
。
21
年
１
月
14
日
に
は
、
牟
礼
―
長
野
間
で
試
運
転
が

開
始
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
間
に
主
力
は
し
だ
い
に
転
出
し
、
以
降
は
21
年
５
月
１

日
の
関
山
―
長
野
間
開
通
（
営
業
開
始
）
に
向
け
た
線
路
周
辺
の
環
境
整
備
に
あ
た
っ

た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

次
に
、
組
ご
と
の
搬
送
量
を
ま
と
め
て
お
く
。

児
島
組　

20
年
１
月
か
ら
記
載
さ
れ
て
い
る
の
は
、
児
島
組
だ
け
で
あ
る
。
総
量
が
２

３
８
石
ほ
ど
に
な
り
、
四
つ
の
組
の
中
で
最
大
で
あ
る
。

月
別
で
見
る
と
搬
送
量
の
最
も
多
い
の
は
20
年
７
月
で
53
石
余
、前
後
の
５
・
６
、８
・

９
月
を
あ
わ
せ
る
と
１
８
４
石
余
に
な
り
、総
量
の
80
％
が
こ
の
５
か
月
に
集
中
す
る
。

ま
た
、
冬
季
間
休
業
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
20
年
12
月
か
ら
21
年
３
月
を
除
き
、
21
年

６
月
ま
で
児
島
組
の
名
が
見
え
て
い
る
。

児
島
組
で
は
山
本
春
治
（
48
・
95
石
）、
藤
本
恵
七
（
34
・
45
石
）
加
来
松
三
郎

（
31
・
6
石
、
ほ
か
に
黒
豆
１
斗
）
の
三
者
で
児
島
組
全
体
の
48
％
を
占
め
る
。

三
谷
組　

20
年
３
月
か
ら
記
載
さ
れ
て
い
る
。
総
量
70
石
余
。
月
別
で
は
20
年
４
月
が

最
大
で
22
石
で
あ
る
。
６
月
ま
で
に
67
％
余
が
集
中
す
る
が
、
少
量
な
が
ら
も
21
年
６

月
ま
で
引
き
続
い
て
搬
送
さ
れ
て
い
る
。

三
谷
組
で
は
三
谷
竹
治
郎
（
20
石
）
と
、
中
森
栄
蔵
（
17
石
）
宛
て
の
搬
送
量
が
多

く
、
両
者
で
総
量
の
半
数
を
上
回
る
。
特
に
３
・
４
月
は
両
者
の
合
計
で
32
石
に
な
る
。

三
谷
組
の
作
業
は
こ
の
時
期
に
重
点
が
置
か
れ
た
の
だ
ろ
う
。

小
川
組　

20
年
４
月
か
ら
同
年
９
月
ま
で
記
載
さ
れ
る
。
掲
載
期
間
は
６
か
月
だ
け
で

四
組
の
中
で
最
も
短
い
。
総
量
54
石
ほ
ど
で
あ
る
。
月
別
で
は
20
年
５
月
が
16
石
で
最

も
多
い
。
前
後
の
４
・
６
月
を
あ
わ
せ
る
と
37
石
に
な
り
、
総
量
の
70
％
近
く
に
な
る
。

小
川
組
で
は
坂
口
重
造
（
19
・
5
石
）、
吉
川
某
（
18
・
75
石
）
宛
の
搬
送
量
が
多
い
。

両
者
で
70
％
を
上
回
る
。
坂
口
は
４
・
５
月
で
18
石
、
吉
川
は
６
月
か
ら
記
載
さ
れ
て

お
り
６
・
７
月
で
15
石
と
な
る
。
４
・
５
月
は
井
上
と
坂
口
、
６
月
以
降
は
吉
川
・
太

田
が
中
心
で
作
業
に
あ
た
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
仕
事
内
容
が
異
な
っ
た
の
か
も
し
れ
な

い
。

山
崎
組　

20
年
４
月
か
ら
記
載
さ
れ
る
。
全
量
１
９
６
石
ほ
ど
で
児
島
組
に
次
い
で
多

い
。
月
別
で
は
20
年
７
月
が
37
石
で
最
も
多
い
。
前
後
の
５
・
６
・
８
月
を
あ
わ
せ
る

と
１
２
０
石
近
く
に
な
り
、
総
量
の
60
％
ほ
ど
と
な
る
。

山
崎
組
で
は
、
山
崎
菊
次
郎
（
53
・
5
石
）、
山
崎
会
所
（
50
石
）、
山
崎
出
張
所

（
34
・
5
石
）
へ
の
搬
送
量
が
多
い
。
代
表
者
の
山
崎
菊
次
郎
や
会
所
（
出
張
所
）
あ

て
の
搬
送
が
多
い
の
が
山
崎
組
の
特
徴
で
あ
る
。

五　

請
負
業
者
及
び
関
係
者
に
つ
い
て

日
計
簿
に
記
載
さ
れ
た
関
係
者
に
つ
い
て
若
干
補
足
し
て
お
く
。

児
島
組　

注
16
文
献
に
は
「（
児
島
組
は
）
南
が
大
分
の
広
瀬
井
手
（
用
水
）
を
完

成
さ
せ
る
た
め
の
片
腕
と
し
て
、水
路
橋
の
建
築
に
手
腕
を
発
揮
し
た
人
た
ち
で
あ
る
。

…
安
積
に
お
い
て
は
、
疎
水
工
事
の
最
も
重
要
な
部
分
で
あ
る
十
六
橋
水
門
の
架
橋
や

…
を
完
成
さ
せ
て
い
る
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
児
島
組
は
南
一
郎
平
が
地
元
大
分
の
広

瀬
井
手
工
事
に
取
り
組
ん
で
以
来
の
仲
で
あ
り
、
安
積
疎
水
や
那
須
疎
水
の
工
事
を
と

も
に
し
て
き
た
（
16
）。
直
江
津
線
工
事
で
も
南
と
行
を
共
に
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

日
計
簿
に
は
20
年
１
月
か
ら
確
認
で
き
る
だ
け
で
あ
る
が
、驛
逓
貯
金
（
成
重
藤
七
）

の
記
述
か
ら
、
す
で
に
明
治
19
年
８
月
13
日
以
前
に
工
事
に
参
加
し
て
い
た
こ
と
が
推

測
さ
れ
る
。

成
重
藤
七　

驛
逓
貯
金
に
、請
負
業
社
の
関
係
者
と
し
て
筆
頭
に
記
さ
れ
た
人
物
で
、
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児
島
組
で
も
そ
れ
な
り
の
地
位
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
２
０
年
１
月
に
５
斗
ず
つ

２
回
搬
送
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
以
後
の
動
向
は
つ
か
め
な
い
。
前
年
８
月
段
階

で
存
在
が
確
認
さ
れ
て
い
る
の
で
、
彼
の
担
当
す
る
仕
事
に
区
切
り
が
つ
い
た
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。

鎌
倉
梅
太
郎　

同
じ
く
驛
逓
貯
金
に
名
が
み
え
る
。
20
年
５
月
か
ら
11
月
ま
で
総
量

24
・
84
石
。
児
島
組
内
で
四
番
目
の
量
が
搬
送
さ
れ
て
い
る
（
こ
の
ほ
か
、
小
麦
5
斗
、

黒
豆
１
斗
）。12
月
以
降
の
冬
季
休
業
期
間
を
は
さ
ん
で
、以
後
の
動
向
は
不
明
で
あ
る
。

驛
逓
貯
金
に
記
さ
れ
た
二
本
松
金
七
、
中
村
保
治
郎
に
つ
い
て
は
日
計
簿
に
名
が
記

さ
れ
て
い
な
い
。
離
れ
た
と
こ
ろ
に
現
場
が
あ
っ
た
か
、
あ
る
い
は
他
の
業
者
か
ら
仕

入
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
二
本
松
や
中
村
の
例
で
も
わ
か
る
よ
う
に
、
日
計
簿
に
記

さ
れ
て
い
な
い
関
係
者
が
各
組
に
い
た
と
思
わ
れ
る
。

三
谷
組　

三
谷
組
は
、
三
谷
長
吉
を
長
と
す
る
土
木
業
者
で
あ
る
。
以
前
か
ら
南
一

郎
平
と
一
緒
に
仕
事
を
し
て
お
り
、
南
が
安
積
疎
水
で
補
佐
役
と
し
て
完
成
さ
せ
た
工

事
に
は
「
大
土
方　

東
京　

三
谷
長
吉
」
と
し
て
参
加
し
て
い
る
。
ま
た
、
南
が
責
任

者
と
し
て
の
ぞ
ん
だ
那
須
疎
水
の
工
事
で
は
「
東
京
の
土
木
業
者
で
あ
る
三
谷
長
吉
」

も
請
負
人
の
一
人
だ
っ
た
（
17
）。

請
負
業
史
に
は
、「
現
業
社
が
箱
根
隧
道
を
引
受
く
る
に
及
び
、
そ
の
下
請
人
中
に

往
年
の
黒
鍬
の
親
分
、
三
谷
長
吉
及
今
村
浅
次
郎
等
の
新
鋭
が
新
た
に
加
わ
り
」
と
記

し
て
い
る
（
18
）
が
、
直
江
津
線
工
事
の
段
階
か
ら
現
業
社
の
下
請
け
を
し
て
い
た
可

能
性
も
あ
る
。

三
谷
長
吉
の
名
は
日
計
簿
に
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
が
、
明
治
19
年
10
月
16
日
付
の

倉
井
村
用
水
掛
文
書
（
19
）
に
そ
の
名
が
見
え
る
の
で
、
自
ら
工
事
の
指
揮
を
執
っ
て

い
た
時
期
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
三
谷
竹
次
郎
は
三
谷
長
吉
の
弟
と
の
証
言
が

あ
る
（
20
）。

日
計
簿
に
挟
ま
れ
て
い
た
三
谷
喜
助
の
中
島
小
左
衛
門
宛
手
紙（
21
年
12
月
５
日
付
）

に
は
、
赤
塩
方
面
で
工
事
中
で
あ
る
こ
と
を
記
し
て
い
る
（
21
）。
こ
の
時
期
、
牟
礼
駅

か
ら
飯
山
に
向
か
う
県
道
の
改
修
工
事
が
、
牟
礼
村
外
十
か
村
役
場
と
芋
川
村
外
四
か

村
役
場
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
て
い
る
（
工
費
三
千
円
余
）。
飯
山
方
面
か
ら
の
牟
礼
駅

へ
の
集
客
を
期
待
し
た
工
事
で
あ
っ
た
（
22
）。

三
谷
組
と
し
て
請
け
負
っ
た
工
事
か
、
三
谷
喜
助
名
で
請
け
負
っ
た
工
事
か
ま
で
は

確
認
で
き
な
い
が
、
鉄
道
敷
設
工
事
に
あ
た
っ
て
い
た
三
谷
組
の
一
員
が
、
鉄
道
工
事

終
了
後
こ
の
よ
う
な
工
事
に
も
参
画
し
て
い
た
の
は
興
味
深
い
。

小
川
組　

小
川
組
に
つ
い
て
の
資
料
は
乏
し
い
。
後
述
す
る
小
川
徳
平
の
率
い
た
組

か
と
も
思
わ
れ
る
が
、
小
川
徳
平
は
坂
口
新
田
で
指
揮
を
し
て
い
た
よ
う
で
あ
り
断
定

で
き
な
い
。
た
だ
、
徳
平
へ
の
米
の
搬
入
が
終
わ
る
時
期
と
小
川
組
の
転
出
が
同
時
期

で
あ
る
こ
と
は
注
意
し
た
い
。

山
崎
組　

山
崎
組
に
つ
い
て
の
資
料
も
乏
し
い
が
、
日
計
簿
に
は
、「
長
野
旭
町
本

宅
山
崎
菊
次
郎
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
長
野
市
旭
町
に
住
宅
（
事
務
所
）
の
あ
っ
た
山

崎
菊
次
郎
が
率
い
た
業
者
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
小
玉
村
山
崎
會
所
、
川
谷
山

崎
出
張
所
と
も
記
さ
れ
て
お
り
、
小
玉
と
川
谷
周
辺
で
工
事
を
請
け
も
っ
て
い
た
こ
と

が
伺
え
る
。

山
崎
菊
次
郎
は
、
か
つ
て
善
光
寺
境
内
に
建
立
さ
れ
た
「
供
養
塔
碑
」（
明
治
20
年

９
月
）
の
首
唱
者
（
三
名
）
の
一
人
で
も
あ
る
（
23
）。
ま
た
後
述
す
る
小
川
徳
平
の
「
紀

年
碑
」
に
も
、
発
起
人
（
四
名
）
の
一
人
と
し
て
名
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

驛
逓
貯
金
に
「
山
崎
組
小
松
川
鶴
吉
」
と
記
さ
れ
て
い
る
小
松
川
は
、
日
計
簿
に
は

記
載
さ
れ
て
い
な
い
が
、「
供
養
塔
碑
」
に
世
話
人
（
十
一
名
）
の
筆
頭
と
し
て
名
が

刻
ま
れ
て
い
る
。
な
お
、
同
碑
に
は
、
衣
川
弥
三
郎
（「
衣
の
川
」
か
）、
黒
柳
虎
三
郎

が
世
話
人
と
し
て
、
黒
川
定
右
衛
門
が
小
頭
（
三
七
名
）
の
一
人
と
し
て
そ
の
名
を
刻

ま
れ
て
い
る
。

鉄
道
局
本
間
は
、
本
間
英
一
郎
を
さ
す
。
安
政
元
年
（
一
八
五
四
）
一
月
生
。
旧
福

岡
藩
士
。
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
か
ら
明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
ま
で
マ
サ
チ
ュ
ー

セ
ッ
ツ
工
科
大
学
へ
留
学
し
土
木
を
学
ぶ
。
一
八
八
〇
年
鉄
道
局
に
入
っ
て
、
長
浜
―
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敦
賀
間
の
鉄
道
工
事
に
加
わ
る
。
一
八
八
六
年
一
月
直
江
津
線
の
工
事
が
関
山
・
浅
野

間
に
お
よ
ぶ
と
そ
の
工
事
を
担
当
（
関
川
に
事
務
所
）。
大
田
切
拱
渠
・
築
堤
建
設
等

の
難
工
事
を
指
揮
し
た
（
24
）。

赤
塩
窯
で
の
煉
瓦
の
製
造
が
遅
い
と
怒
っ
て
「
笞
（
む
ち
）
を
片
手
に
白
馬
に
乗
っ

た
本
間
な
る
人
物
が
到
着
」
し
た
と
、
小
林
義
治
が
祖
母
か
ら
聞
い
た
話
と
し
て
記
述

し
た
「
本
間
な
る
人
物
」
は
、
こ
の
本
間
英
一
郎
で
あ
ろ
う
（
25
）。

小
川
徳
平
は
、
坂
口
新
田
村
（
現
妙
高
市
）
の
畑
山
桂
蔵
宅
に
事
務
所
を
置
い
て
い

た
よ
う
で
あ
る
が
、
詳
し
い
現
地
の
状
況
は
不
明
で
あ
る
。

徳
平
も
以
前
か
ら
南
一
郎
平
の
指
揮
下
で
一
緒
に
仕
事
を
し
て
お
り
、
安
積
疎
水
工

事
に
も
「
大
隧
師　

大
分　

小
川
徳
平
」
と
し
て
参
加
し
て
い
る
。

請
負
業
史
に
は
、「
其
（
現
業
社
）
下
請
に
は
、
小
川
徳
平
、
加
来
儀
兵
衛
、
児
島

佐
左
衛
門
等
あ
り
就
中
、
小
川
、
加
来
は
当
時
「
穴
掘
り
の
名
人
」
と
謳
わ
れ
…
南
一

郎
平
が
往
年
豊
後
の
広
瀬
堰
工
事
を
施
工
せ
し
時
以
来
の
股
肱
で
あ
る
」
と
記
さ
れ
て

い
る
（
26
）。

坂
口
新
田
で
は
長
さ
67
・
１
ｍ
の
隧
道
工
事
が
行
わ
れ
て
い
た
（
27
）。
現
業
社
は
、

坂
口
新
田
・
戸
草
・
大
廻
の
隧
道
工
事
を
請
負
っ
た
と
の
請
負
業
史
の
記
述
も
あ

り
（
28
）、
徳
平
は
坂
口
新
田
村
の
畑
山
桂
蔵
宅
に
居
を
か
ま
え
て
、
現
業
社
が
請
負
っ

た
坂
口
新
田
隧
道
の
工
事
に
あ
た
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

坂
口
新
田
の
隧
道
は
20
年
７
月
に
竣
工
し
て
い
る
（
29
）
が
、
徳
平
へ
の
米
の
搬
送

が
7
～
9
月
の
三
か
月
間
で
70
・
5
石
に
達
し
て
い
る
。
７
月
の
竣
工
後
も
仕
上
げ
に

時
間
が
か
か
っ
た
の
か
、
あ
る
い
は
11
月
に
竣
工
し
て
い
る
戸
草
と
大
廻
の
隧
道
工
事

に
か
か
わ
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

今
回
の
調
査
の
中
で
、小
川
徳
平
の
墓
が
戸
草
（
現
信
濃
町
）
に
存
在
す
る
こ
と
を
、

同
地
の
山
森
光
夫
氏
に
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で

こ
の
機
会
に
紹
介
し
た
い
。
徳
平
の
墓
は
、
戸
草
の
桜
井
功
家
の
墓
と
並
ん
で
建
っ
て

い
る
（
写
真
４
）。
墓
碑
に
は

　

明
治
廿
七
年
二
月
廿
三
日

光
忍
院
積
善
智
德
居
士

　
　
　
　

熊
本
縣
下
益
城
郡
小
川
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
川
德
平

と
刻
ま
れ
て
い
る
。
熊
本

県
下
益
城
郡
小
川
町
は
、

現
在
の
宇
城
市
小
川
町
に

あ
た
る
。
ま
た
、
桜
井
家

の
過
去
帳
に
は
「（
歿
年

月
日
・
戒
名
略
）
熊
本
縣

下
益
城
郡
小
川
町
百
四
十

五
番
地
金
子
徳
平
ヿ
戸
草

櫻
井
瀧
三
郎
方
ニ
テ
死

ス
」
と
あ
り
元
は
金
子
を

姓
と
し
て
い
た
よ
う
で
あ

る
。同

家
に
は
「
家
に
泊

ま
っ
て
い
た
」こ
と
や「
監

督
さ
ん
」
と
呼
ん
で
い
た

こ
と
、「
物
置
の
基
礎
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
作
っ
て
く
れ
た
」な
ど
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
調
査
を
進
め
る
中
で
、
小
川
德
平
の
碑
が
善
光
寺
の
本
堂
裏
に
あ
る
こ
と

が
判
明
し
た
（
30
）。
す
で
に
『
善
光
寺
之
碑
文
集
』（
小
林
一
九
七
七
）
に
紹
介
さ
れ

て
い
る
が
、
小
川
徳
平
の
業
績
を
知
る
こ
と
の
で
き
る
よ
い
資
料
で
あ
る
の
で
、
省
略

さ
れ
た
世
話
人
部
分
の
紹
介
等
を
兼
ね
て
、
全
文
を
掲
載
す
る
。

（
碑
正
面
）　

小　

川　

徳　

平　

翁　

紀マ
マ　

念　

碑

（
碑
裏
面
）　

翁
肥
後
小
川
町
之
人
専
従
事
土
木
嘉
永
元
始
業
爾
来
四
十
餘

写真４　小川徳平の墓（右側）
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年
手
不
絶
工
就
中
如
二
豊
黒
野
廣
瀬
髙
森
三
大
渠
及
猪
苗
代

　
　
　
　
　

湖
開
鑿
天
龍
川
疎
通
其
著
名
者
晩
従
事
鉄
道
現
工
中
病
没
于

　
　
　
　
　

信
州
冨
士
里
村
實
明
治
廿
六
年
十
二
月
也
享
年
六
十
六
翁
質

　
　
　
　
　

性
篤
實
最
長
隧
道
佗
皆
執
範
于
翁
推
至
稱
近
世
隧
道
工
之
祖

　
　
　
　
　

而
自
餘
大
小
成
績
不
遑
枚
擧
矣
夫
一
人
之
作
工
如
此
者
佗
多

　
　
　
　
　

不
見
其
比
況
於
灌
漑
之
利
開
通
之
便
乎
故
毎
工
多
者
三
百
金

　
　
　
　
　

以
下
十
餘
回
有
官
私
恩
賚
如
翁
謂
盡
人
事
蓋
非
過
言
也
因
同

　
　
　
　
　

志
相
謀
勒
之
碑
隂
以
充
紀
念
云　

明
治
卅
一
南
尚
撰
文
並
書

（
向
か
っ
て
右
側
面
）

明
治
三
十
一
年
二
月
建
之　

世　

愛
知
縣
三
河
國
渥
美
郡
下
細
谷
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

話　
　
　

前　

田　

桂　

治　

郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

人　

大
分
縣
豊
後
國
西
國
東
郡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

徳　

永　

永　

七

（
向
か
っ
て
左
側
面
：
四
段
表
記
、
三
・
四
段
は
※
に
続
く
）

發　

秋
田
縣
陸
中
國
鹿
角
郡
柴
平
村　
　
　
　

長
野
縣
信
濃
國
長
野
市
旭
町

起　
　

今　

村　

淺　

治　

郎　
　
　
　
　
　
　

山　

崎　

菊　

治　

郎

人　

神
奈
川
縣
相
模
國
足
柄
下
郡　
　
　
　
　

大
分
縣
豊
後
國
西
國
東
郡

　
　
　

皆　

川　

萬　

𠮷　
　
　
　
　
　
　
　
　

德　

本　

今　

𠮷　
　
　

※

※　

世　

大
分
縣
豊
後
國
速
見
郡　
　
　
　
　
　

長
野
縣
信
濃
國
長
野
市
旭
町

　
　
　
　
　

安　

部　

磯　

𠮷　
　
　
　
　
　
　
　

衣　

川　

信

　
　

話　

大
分
縣
豊
後
國
西
國
東
郡　
　
　
　
　

静
岡
縣
伊
豆
國

　
　
　
　
　

德　

本　

貞　

𠮷　
　
　
　
　
　
　
　

皆　

川　

新　

吉

　
　

人　

秋
田
縣
陸
中
國
鹿
角
郡
柴
平
村　
　
　

長
野
市
岩
石
町

　
　
　
　
　

今　

村　

直　

治　

郎　
　
　
　
　
　

石
工　

中
村
荘
助

碑
の
「
撰
文
並
書
」
は
南
尚
に
よ
る
。
南
尚
は
南
一
郎
平
が
後
年
（
明
治
32
年
12
月
）

改
名
し
た
名
で
あ
る
（
31
）。
徳
平
が
嘉
永
元
年
か
ら
土
木
業
に
従
事
し
た
こ
と
や
、
彼

の
携
わ
っ
た
工
事
（
二
豊
、
黒
野
、
廣
瀬
・
髙
森
の
三
大
渠
）、「
近
世
隧
道
工
之
祖
」

と
称
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
工
事
中
（
32
）
に
病
没
し
た
こ
と
な
ど
を
詳
し
く
記
し
て
い
る
。

徳
平
と
南
の
親
し
か
っ
た
様
子
が
伺
え
る
。

発
起
人
四
名
の
う
ち
今
村
、
皆
川
、
山
崎
の
三
名
と
世
話
人
の
今
村
直
治
郎
は
「
供

養
塔
碑
」
に
も
名
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
今
村
浅
治
郎
（
浅
次
郎
）
と
徳
永
今
吉
は
、
請

負
業
史
に
も
名
が
み
え
て
い
る
（
33
）。

ど
の
よ
う
な
経
緯
か
、
記
さ
れ
た
没
年
（
明
治
26
年
12
月
）
は
墓
石
（
明
治
27
年
２

月
23
日
）
と
相
違
し
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
、
浅
野
（
現
長
野
市
豊
野
町
）
付
近
で
吉
田
組
（
吉
田
寅
松
）
が
工
事
を

請
負
っ
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
（
34
）。

工
事
を
監
督
し
た
鉄
道
局
の
職
員
に
つ
い
て
は
『
柏
原
町
区
誌
』
に
、「
当
時
直
江

津
の
現
地
に
駐
在
さ
れ
た
お
役
人
方
」と
し
て
権
大
技
師
松
本
荘
一
郎
以
下
21
名
の「
直

江
津
鉄
道
局
官
吏
」
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
出
典
が
不
明
で
あ
る
が
「
直
江
津
鉄
道
局
」

の
組
織
に
触
れ
た
貴
重
な
資
料
で
あ
る
（
35
）。

地
元
か
ら
工
事
に
参
加
し
た
者
の
記
録
も
乏
し
い
が
、
昭
和
30
年
の
三
水
村
公
民
館

報
（
36
）
に
、当
時
九
十
四
歳
の
羽
入
田
善
之
助
（
文
久
二
年
（
１
８
６
２
）
七
月
生
）
が
、

「
汽
車
の
開
通
の
時
は
鉄
道
の
附
設
に
も
行
っ
た
」
と
語
っ
て
い
る
の
を
紹
介
し
て
い

る
。
羽
入
田
の
住
む
若
宮
（
現
飯
綱
町
芋
川
）
は
、
牟
礼
駅
ま
で
５
㎞
ほ
ど
あ
る
。
近

隣
か
ら
も
数
多
く
の
人
が
参
加
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

六　

南
一
郎
平
の
現
業
社
創
立
と
飯
綱
町

日
計
簿
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
請
負
業
史
に
「（
南
は
）
井
上
（
鉄
道
）
局
長

の
配
慮
に
よ
り
早
速
直
江
津
線
の
仕
事
を
与
え
ら
れ
、
斉
藤
利
定
が
代
人
と
し
て
之

に
当
っ
た
」
と
記
さ
れ
て
い
た
こ
と
や
、
中
島
家
の
驛
逓
貯
金
の
記
録
に
、「
鉄
道
請

負　

現
業
社　

齊
藤
利
貞
」（

37
）
と
あ
っ
た
事
か
ら
、
現
業
社
も
当
地
の
鉄
道
敷
設
に
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か
か
っ
て
い
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
た
。

現
業
社
は
、
三
大
疎
水
（
安
積
・
那
須
・
琵
琶
湖
）
の
恩
人
と
も
伝
え
ら
れ
る
南
一

郎
平
（
38
）
が
創
立
し
た
会
社
で
あ
る
。
南
の
疎
水
工
事
に
つ
い
て
の
業
績
は
多
く
の

書
籍
等
で
ふ
れ
ら
れ
て
お
り
、
本
稿
で
は
略
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

現
業
社
創
立
に
至
る
経
過
を
調
べ
る
中
で
、
当
地
も
大
き
く
か
か
わ
っ
て
い
た
こ
と

が
確
認
で
き
た
の
で
紹
介
し
た
い
。

内
務
省
土
木
局
第
一
部
長
で
あ
っ
た
南
が
鐡
道
局
に
移
動
。
明
治
十
九
年
二
月
の

『
官
員
録
』
か
ら
、鐡
道
局
事
務
官
（
事
務
館
長
井
上
勝
を
含
め
八
名
）
の
末
尾
に
「
大

分　

正
七
位
南
一
郎
平　

駒
込
東
片
町　

拾
番
地
」
と
記
さ
れ
る
（
39
）。

明
治
19
年
4
月
24
日
の
朝
日
新
聞
朝
刊
「
公
報
」（
官
報
）
に
、４
月
19
日
付
で
「
叙

奉
任
官
四
等
賜
上
級
俸　

鐡
道
事
務
官
正
七
位　

南
一
郎
平
」と
記
さ
れ
て
ま
も
な
く
、

明
治
19
年
６
月
８
日
の
讀
賣
新
聞
朝
刊
に
、社
長
南
一
郎
平
、理
事
大
橋
靖
の
名
で
「
今

般
其
筋
の
賛
成
を
得
同
志
者
數
名
職
を
退
き
宿
志
の
現
業
社
を
創
立
せ
り
付
て
ハ
鐡
道

の
受
負
を
主
と
し
…
」
と
い
っ
た
内
容
の
「
現
業
社
創
立
廣
告
」
が
掲
載
さ
れ
る
（
40
）。

現
業
社
の
創
立
は
こ
の
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

こ
れ
よ
り
先
、同
年
６
月
５
日
の
朝
日
新
聞
（
大
阪
朝
刊
）
に
掲
載
さ
れ
た
公
報
（
官

報
）
に
は
、
６
月
１
日
付
け
で
「
鉄
道
事
務
官
南
一
郎
平　

非
職
を
命
ず
」
と
記
さ
れ

て
い
る
。
非
職
は
現
在
の
休
職
に
近
い
扱
い
で
あ
る
が
、
官
職
身
分
の
ま
ま
「
本
属
長

ノ
許
可
ヲ
得
テ
地
方
病
院
学
校
及
農
工
商
陸
海
運
輸
等
会
社
ノ
業
務
ニ
従
事
シ
其
役
員

ト
為
ル
コ
ト
ヲ
得
」
と
さ
れ
て
い
る
（
41
）。
非
職
と
な
っ
た
南
は
、
す
ぐ
さ
ま
現
業
社

を
創
立
し
た
の
で
あ
る
（
42
）。

ま
た
、
同
年
７
月
14
日
の
新
潟
日
報
（
朝
刊
２
面
）
は
、

「
〇
鐡
道
工
事
の
請
負　

今
度
政
府
ハ
直
江
津
鉄
道
工
事
を
民
間
の
事
業
家
に
請
負
は

し
め
る
々
こ
と
に
内
決
さ
れ
し
趣
に
て
向
に
信
州
牟
禮
驛
出
張
所
長
た
り
し
南
一
郎
平

氏
技
手
及
び
建
築
掛
等
十
二
名
と
共
に
辞
職
し
て
現
行マ
マ

社
と
稱
す
る
土
木
請
負
の
會
社

を
組
織
さ
れ
し
も
矢
張
右
工
事
を
請
負
ふ
目
的
に
出
て
し
も
の
な
ら
ん
と
云
ふ
さ
れ
は

既
に
信
州
浅
野
以
南
の
工
事
ハ
其
筋
よ
り
請
負
を
命
令
さ
れ
し
と
の
説
も
あ
り
（
下

略
）」
と
報
じ
て
い
る
。

南
が
牟
礼
駅
出
張
所
長
で
あ
っ
た
等
の
報
道
を
裏
付
け
る
資
料
を
持
た
な
い
が
、
事

実
と
す
れ
ば
、
現
業
社
の
創
立
以
前
か
ら
（
児
島
組
や
三
谷
組
と
と
も
に
）
牟
礼
周
辺

の
工
事
に
か
か
わ
っ
て
お
り
、
そ
の
縁
で
現
業
社
の
初
仕
事
が
直
江
津
線
工
事
に
な
っ

た
の
で
あ
ろ
う
。

そ
の
後
、
報
道
の
通
り
現
業
社
が
当
地
近
辺
で
工
事
を
実
施
し
て
い
た
こ
と
は
、
信

濃
毎
日
新
聞
の
明
治
19
年
10
月
24
日
の
記
事
で
確
認
で
き
る
（
ル
ビ
省
略
）。

「
◎
虎
列
刺
施
餓
鬼　

浅
野
牟
禮
間
の
鐡
道
公マ
マ

事
に
従
事
せ
る
現
業
社

の
社
員
一
同
が
虎
列
刺
病
に
て
死
せ
し
も
の
ヽ
為
め
に
昨
日
大
施
餓

鬼
を
行
ひ
た
り
其
模
様
を
聞
く
に
同
行
員
一
同
人
足
に
至
る
ま
て
を

合
し
千
五
百
人
餘
か
休
業
を
な
し
て
牟
禮
驛
に
於
て
數
名
の
僧
を
延

き
祭
事
を
執
行
し
た
る
は
中
ヽ
に
盛
な
り
し
由
」

現
業
社
は
、
浅
野
・
牟
礼
間
で
鉄
道
工
事
に
従
事
し
て
お
り
、
明
治
19
年
10
月
23
日
、

資料１　現業社創立広告
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総
勢
千
五
百
余
人
が
牟
礼
に
お
い
て
コ
レ
ラ
で
亡
く
な
っ
た
従
業
員
の
た
め
施
餓
鬼
を

実
施
し
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
千
五
百
余
人
は
下
請
の
人
員
を
含
め
た
数
で
あ
ろ
う

が
、
初
仕
事
と
し
て
は
大
き
な
仕
事
を
請
負
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

12
月
の
官
員
録
に　
「
〇
鐡
道
局　

鐡
道
事
務
官　

同
級
俸
（
四
等
上
級
俸
）

大
分　

正
七
位　

南
一
郎
平　

東
片
町
拾
番
地
」
と
記
さ
れ
た
の
を
最
後
に
、
翌
20

年
１
月
の
官
員
録
か
ら
南
の
名
が
消
え
る
。
属
の
一
員
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
た
大
橋

靖
（
現
業
社
理
事
）
の
名
も
記
さ
れ
て
い
な
い
。

南
の
現
業
社
は
、
直
江
津
線
工
事
で
大
き
な
成
功
を
収
め
た
よ
う
で
、
請
負
人
業
史

は
、「
現
業
社
は
直
江
津
線
の
工
事
に
成
功
し
、
一
躍
会
社
の
基
礎
を
固
め
、
業
界
の

第
一
流
に
伍
す
る
に
至
っ
た
」
と
記
す
（
43
）。

明
治
21
年
12
月
20
日
、
南
は
広
瀬
・
高
森
堰
の
開
削
の
功
に
よ
り
藍
綬
褒
章
を
授
与

さ
れ
た
。
現
業
社
を
創
立
し
鉄
道
局
を
去
っ
た
南
で
あ
る
が
、
同
年
12
月
26
日
付
の
官

報
第
一
六
四
九
号
は
、「
褒
章
下
賜　

去
ル
二
十
日
賞
勲
局
二
於
テ
褒
章
ヲ
下
賜
セ
シ

者
左
ノ
如
シ　

非
職
鐡
道
事
務
官
正
七
位　

南
一
郎
平
」
と
記
し
て
お
り
、
依
然
と
し

て
非
職
の
身
分
を
保
持
し
て
い
た
。

以
上
断
片
的
で
あ
る
が
、
牟
禮
出
張
所
長
で
あ
っ
た
南
が
非
職
と
な
っ
て
現
業
社
を

創
立
し
た
こ
と
や
、
初
仕
事
と
な
っ
た
牟
礼
周
辺
の
鉄
道
工
事
に
千
五
百
人
余
の
規
模

で
取
り
組
ん
で
い
た
こ
と
な
ど
当
地
と
の
か
か
わ
り
を
確
認
で
き
た
。

日
計
簿
で
確
認
し
た
四
組
と
現
業
社
の
関
係
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
触
れ
て
き
た
南

と
児
島
組
・
三
谷
組
の
関
係
を
考
え
れ
ば
、
現
業
社
の
創
立
後
、
両
組
は
現
業
社
の
下

請
に
加
わ
っ
た
も
の
と
お
も
わ
れ
る
。
小
川
組
も
小
川
徳
平
の
組
織
し
た
組
で
あ
っ
た

な
ら
同
様
で
あ
ろ
う
。
山
崎
組
と
の
関
係
は
、
は
っ
き
り
し
な
い
。
小
川
徳
平
を
介
し

て
関
係
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

七　

ま
と
め

・
日
計
簿
等
か
ら
飯
綱
町
周
辺
の
鉄
道
敷
設
工
事
に
、
現
業
社
、
児
島
組
、
三
谷
組
、

小
川
組
、
山
崎
組
が
携
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
あ
わ
せ
て
、
穀
類
を
受

領
し
た
四
組
の
「
頭
」
ク
ラ
ス
の
人
名
も
知
る
こ
と
が
で
き
た
。

ま
た
、
鉄
道
局
の
役
人
で
あ
っ
た
本
間
英
一
郎
や
「
穴
掘
り
名
人
」
と
し
て
知
ら
れ

て
い
た
小
川
徳
平
へ
も
遠
路
供
給
の
便
を
は
か
っ
て
い
た
。

・
三
谷
長
吉
や
吉
田
寅
松
ら
も
含
め
、
鉄
道
請
負
業
史
に
名
を
遺
す
そ
う
そ
う
た
る
メ

ン
バ
ー
が
、
当
地
お
よ
び
付
近
の
直
江
津
線
敷
設
工
事
に
参
加
し
て
い
た
。

・
工
事
の
忙
し
か
っ
た
時
期
や
業
者
の
入
れ
替
わ
り
、
各
組
内
の
人
員
の
入
れ
替
わ
り

な
ど
が
消
費
量
の
変
化
を
通
し
て
伺
え
そ
う
で
あ
る
。
作
業
内
容
に
応
じ
て
人
員
を

動
員
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

・
四
組
へ
の
搬
送
量
が
最
大
で
あ
っ
た
20
年
7
月
の
石
数
（
１
０
０
石
余
）
か
ら
試
算

し
て
み
る
と
、
一
日
平
均
３
２
０
人
分
ほ
ど
の
量
で
あ
る
。
周
辺
の
工
事
関
係
者
へ

の
供
給
に
は
、
数
多
く
の
穀
物
業
者
が
対
応
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

・
鐡
道
敷
設
事
業
と
い
う
特
需
に
際
し
、
県
内
外
の
穀
物
業
者
や
運
送
業
者
が
協
力
し

て
供
給
に
あ
た
っ
て
い
た
。

・
穀
類
の
売
上
金
を
ど
の
よ
う
に
清
算
し
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
小
川
徳
平
賣
帳

（
８
月
26
日
）、
太
田
信
吉
賣
帳
（
10
月
８
日
）
と
い
っ
た
記
述
も
あ
り
、
部
屋
別
に

帳
面
が
作
成
さ
れ
、
清
算
さ
れ
て
い
た
様
子
が
伺
え
る
。

・
小
川
徳
平
の
墓
を
戸
草
で
確
認
し
た
。
墓
碑
銘
や
過
去
帳
か
ら
本
籍
地
・
歿
年
月
日

等
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
あ
わ
せ
て
善
光
寺
境
内
の
小
川
徳
平
翁
祈
念
碑
の
存
在
を

再
確
認
し
、
小
川
の
業
績
や
南
尚
ら
と
の
か
か
わ
り
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。

・「
三
大
疎
水
の
恩
人
」
と
し
て
知
ら
れ
る
南
一
郎
平
は
、
鉄
道
局
の
牟
禮
出
張
所
長

を
務
め
て
い
た
。
官
職
身
分
の
ま
ま
非
職
と
な
り
現
業
社
を
創
立
し
た
こ
と
、
初
仕

事
が
直
江
津
線
工
事
で
あ
り
、
現
業
社
は
千
五
百
余
人
を
抱
え
て
工
事
に
従
事
し
て

い
た
こ
と
な
ど
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
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謝
辞小

玉
区
有
文
書
・
中
島
家
文
書
等
、
地
元
に
大
事
に
保
存
さ
れ
て
き
た
文
書
な
く
し

て
本
稿
の
執
筆
は
不
可
能
で
し
た
。
ま
ず
も
っ
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

左
記
の
皆
様
に
も
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
。
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（
敬
称
略
・
順
不
同
）
い
い
づ
な
歴
史
ふ
れ
あ
い
館
、
公
益
法
人
高
速
道
路
調
査
会
、

小
玉
区
、
善
光
寺
事
務
局
、
小
山
丈
夫
、
桜
井
功
、
高
野
清
、
中
島
栄
知
・
和
子
、
広

田
俊
博
、
山
森
光
夫

注１　

小
栁
義
男
二
〇
一
九
「
赤
塩
焼
の
歴
史
」『
信
州
赤
塩
焼
―
北
信
濃
に
残
る
陶
工

の
技
―
』
い
い
づ
な
歴
史
ふ
れ
あ
い
館

２　

直
江
津
線
敷
設
の
経
過
・
年
表
作
成
引
用
文
献

①　

日
本
国
有
鉄
道
一
九
九
七
「
高
崎
・
直
江
津
間
の
建
設
」『
復
刻
版　

日
本
国

有
鉄
道
百
年
史
第
２
巻
』

②　

鉄
道
建
設
業
協
会
一
九
六
七
『
日
本
鉄
道
請
負
業
史　

明
治
編
』

③　

横
山
憲
長
一
九
九
七
「
信
越
鉄
道
の
建
設
工
事
」『
長
野
市
誌　

第
五
巻
歴
史

編　

近
代
一
』
３
２
３
～
３
２
６
頁

④　

新
井
市
史
編
修
委
員
会
一
九
七
一
「
鉄
道
開
業
」『
新
井
市
史　

下
巻
』

⑤　

名
香
山
村
史
編
纂
委
員
会
一
九
五
六
『
名
香
山
村
史
』

⑥　

柏
原
町
区
誌
編
纂
委
員
会
一
九
八
八
『
柏
原
町
区
誌
』

⑦　

伊
藤　

勉
一
九
九
七
「
信
越
線
牟
礼
駅
開
業
」『
牟
礼
村
誌
下　

近
代
・
現
代
』　

牟
礼
村
誌
・
学
校
誌
編
纂
委
員
会

⑧　

豊
野
町
誌
刊
行
委
員
会
一
九
九
五
『
豊
野
町
の
年
表　

豊
野
町
誌
４
』

⑨　

注
１
文
献
に
同
じ

⑩　

信
濃
毎
日
新
聞
掲
載
記
事
に
よ
る

⑪　

新
潟
日
報
掲
載
記
事
に
よ
る

⑫　

降
旗
利
治
二
〇
一
七
『
信
州
の
鉄
道
碑
も
の
が
た
り
』
信
濃
毎
日
新
聞
社

　
　

小
西
純
一 

一
九
九
六
「
信
越
本
線
沿
線
の
鉄
道
碑
を
め
ぐ
っ
て
」『
鉄
道
ピ
ク
ト

リ
ア
ル
』
№
６
２
９

３　

小
玉
区
誌
編
纂
委
員
会
二
〇
〇
六
『
小
玉
区
誌
』

同
書
資
料
編
「
小
玉
区
の
古
文
書
」
に
は
、
明
治
十
九
年
（「
鉄
道
関
係
鉄
道
掛

入
費
課
賦
調　

三
冊
」
ほ
か
）
か
ら
、
明
治
二
十
・
二
十
二
年
の
「
官
有
地
成
除
租

調
帳
（
鉄
道
敷
地
ト
シ
テ
御
買
上
調
帳
）」
ま
で
十
件
ほ
ど
掲
載
。

４　

同
様
の
交
渉
日
記
（
更
級
郡
今
里
村
更
級
弘
雄
）
が
長
野
県
史
に
掲
載
さ
れ
て
い

る
。『
長
野
県
史　

近
代
資
料
編　

第
七
巻
交
通
・
通
信
』
５
５
０
～
５
５
４
頁

５　

小
栁
義
男
二
〇
二
三
「
直
江
津
線
（
信
越
鉄
道
）
敷
設
時
の
記
録
か
ら
」
飯
綱
郷

土
史
研
究
会
令
和
５
年
総
会
講
演
要
旨

小
栁
義
男
二
〇
二
三
「
小
玉
村
鉄
道
関
係
文
書
（
１
）」『
い
づ
な
』
１
１
１
号　

飯
綱
郷
土
史
研
究
会

小
栁
義
男
二
〇
二
三
「
小
玉
村
鉄
道
日
誌
（
２
）」『
い
づ
な
』
１
１
２
号

６　

小
栁
義
男
二
〇
二
四
「
古
文
書
解
読
案　

倉
井
村
用
水
掛
文
書
・
三
谷
喜
助
の
手

紙
」『
い
づ
な
』
１
１
４
号

７　

注
２
②
文
献
77
頁　
「
三
谷
一
家
の
開
祖
で
土
方
の
大
親
分
で
、
三
谷
長
吉
は
杉

井
組
第
一
の
宿
老
」

８　

明
治
十
九
年「
土
置
場
貸
地
料
御
下
付
願
」、お
よ
び
明
治
十
九
年
～
二
十
年
の「
鉄

道
敷
地
作
物
蒔
付
料
」
の
表
題
の
２
件
が
牟
礼
鉄
道
局
建
築
係
宛
で
あ
る
。

９　

三
水
村
誌
編
纂
委
員
会　

一
九
八
〇
『
三
水
村
誌
』

10　

請
負
業
史
に
は
「（
藤
田
組
で
は
）
多
数
の
人
夫
等
を
組
織
的
に
働
か
せ
る
為
に
、

三
十
人
乃
至
五
十
人
を
一
組
に
為
し
（
中
略
）、
各
組
に
一
人
の
旗
頭
を
置
い
て
統

率
さ
せ
、
一
人
の
総
監
督
が
是
等
三
十
人
の
旗
頭
等
を
統
率
し
た
」（
注
２
②
文
献

22
頁
）
と
記
し
て
い
る
。
穀
類
の
運
搬
先
は
、「
旗
頭
」
に
相
当
す
る
人
物
が
主
で

あ
る
と
思
わ
れ
る
。
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11　

日
本
国
有
鉄
道
一
九
七
七
『
工
部
省
記
録
鉄
道
之
部
』（
第
七
冊
）
７
９
１
頁

12　
『
小
出
雲
今
昔
』（
大
字
小
出
雲
協
議
員
会
ほ
か
二
〇
〇
六
）
の
「
上
越
銀
行
発
起

人
地
価
所
有
調
」
に
、
西
脇
嘉
平
は
明
治
30
年
の
地
価
所
有
額
一
、
〇
八
四
円
八
銭

と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
前
出
の
西
脇
喜
平
の
縁
者
か
。

　
　

渡
辺
慶
一 
「
鉄
道
信
越
線
の
あ
け
ぼ
の
」
に
は
、
明
治
15
年
11
月
西
脇
嘉
平
が
信

越
鉄
道
会
社
の
株
主
募
集
委
員
に
委
嘱
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

13　
『
長
野
縣
町
村
誌
』
よ
り
現
信
濃
町
、
飯
綱
町
、
長
野
市
豊
野
町
域
の
村
々
の
人

口
を
集
計
す
る
と
、
二
万
二
千
余
人
で
あ
る
（
概
ね
明
治
14
年
前
後
の
記
録
）。

明
治
文
献
一
九
七
三
『
長
野
縣
県
町
村
誌　

北
信
編
』

14　

買
入
れ
先
の
調
査
は
行
き
届
い
て
い
な
い
。「
小
出
雲
村
入
村
幸
造
」
は
、
注
12

文
献
に
西
脇
嘉
平
ら
と
共
に
「
入
村
幸
蔵
」
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

15　

請
負
業
史
（
注
２
②
文
献
72
頁
）
に
は
、「
そ
の
頃
の
人
夫
は
一
日
五
回
食
事
を

摂
り
、
夜
業
が
あ
れ
ば
更
に
一
回
…
一
人
一
日
米
一
升
で
は
足
り
な
か
っ
た
」
と
記

さ
れ
て
お
り
、
控
え
め
な
数
字
か
も
し
れ
な
い
。

16　

那
須
塩
原
市
那
須
野
が
原
博
物
館
二
〇
〇
九
『
近
代
を
潤
す　

三
大
疎
水
と
国
家

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』

17　

注
16
に
同
じ
。
前
後
す
る
が
、
同
書
に
は
児
島
組
の
石
工
に
木
田
福
太
郎
（
大
分

県
東
国
東
郡
）
の
名
が
み
え
る
。
児
島
組
の
木
田
福
太
と
同
一
人
物
だ
ろ
う
か
。

18　

注
２
②
文
献　

91
頁

19　

注
６
文
献
参
照

20　

田
代
修
也
は
、
那
須
疎
水
工
事
に
従
事
し
た
箕
輪
村
（
現
那
須
塩
原
市
）
の
住
民

の
証
言
と
し
て
「
疎
水
の
工
事
請
負
人
は
、
三
谷
長
吉
と
い
っ
て
60
余
才
、
東
京
下

谷
区
（
現
台
東
区
の
西
部
）
の
土
木
業
者
で
、
実
際
の
現
場
監
督
は
、
そ
の
弟
の
三

谷
竹
次
郎
で
あ
っ
た
」
と
記
し
て
い
る
。

田
代
修
也
二
〇
一
九
「
旧
西
那
須
野
（
那
須
西
原
）
の
緑
と
水
（
第
74
回
）」『
Ｎ

Ｅ
Ｔ
Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｋ　

Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｕ
６
月
月
報
』
那
須
ワ
イ
ズ
メ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

21　

注
６
文
献
参
照

22　

注
9
文
献
参
照　

１
２
５
３
頁

23　

坂
城
町
誌
に
は
、
山
崎
菊
治
郎
（
菊
次
郎
）
が
明
治
９
年
９
月
か
ら
現
坂
城
町
の

横
吹
新
道
の
築
造
工
事
に
あ
た
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　

坂
城
町
誌
刊
行
会
一
九
八
一
「
横
吹
新
道
の
築
造
」『
坂
城
町
誌
下
巻
』

　
　

明
治
11
年
11
月
発
行
の
「
長
野
管
下
開
明
長
野
町
新
図
」
に
は
、「
修
繕
方　

山

崎
菊
治
郎
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　
　

長
野
商
工
会
議
所
一
九
六
八
『
仏
都
百
年
の
歩
み
』
長
野
商
工
会
議
所
69
頁

　
　
「
供
養
塔
碑
」
は
、「
鉄
道
建
設
犠
牲
者
供
養
塔
」（
小
林
一
九
七
七
）、「
信
越
線

工
事
犠
牲
者
供
養
塔
」（
降
旗
二
〇
一
七
）、
と
表
記
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
同
一
の

碑
で
あ
る
。
小
西
一
九
九
六
は
「
供
養
塔
碑
」
と
し
て
い
る
。
小
林
、
降
旗
は
碑
文

の
内
容
を
考
慮
し
て
命
名
し
た
と
思
わ
れ
る
が
、
篆
額
に
「
供
養
塔
碑
」
と
記
さ
れ

て
い
る
の
で
、
供
養
塔
碑
と
表
記
す
る
。

こ
の
碑
は
、
の
ち
移
転
を
繰
り
返
し
現
在
、
中
御
所
跨
線
橋
（
人
道
橋
）
の
西
側

階
段
下
に
あ
る
と
い
う
（
降
旗
二
〇
一
七
）。

小
林　

済
一
九
七
七
『
善
光
寺
之
碑
文
集
』

小
西
一
九
九
六
、
降
旗
二
〇
一
七
は
、
注
２
⑫
文
献
に
同
じ

碑
文
は
小
林
、小
西
の
報
文
に
記
さ
れ
て
い
る
が
、世
話
人
（
13
名
）、小
頭
（
37
名
）

お
よ
び
犠
牲
者
と
思
わ
れ
る
37
名
の
住
所
や
氏
名
は
省
略
さ
れ
て
い
る
。
今
回
の
調

査
で
、
小
山
丈
夫
氏
か
ら
提
供
い
た
だ
い
た
写
真
か
ら
、
そ
れ
ら
を
確
認
し
た
が
紙

面
の
都
合
で
割
愛
し
た
。

24　

Ａ
注
２
①
文
献
に
同
じ

Ｂ
鉄
道
史
学
会
二
〇
一
三
「
本
間
英
一
郎
」『
鉄
道
史
人
物
事
典
』
日
本
経
済
評

論
社

25　

小
林
義
治
二
〇
〇
一
「
ト
ン
ネ
ル
の
煉
瓦
」『
十
五
周
年
記
念
誌
』
飯
綱
郷
土
史

研
究
会
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26　

注
７
文
献
91
頁
「
現
業
社
と
其
下
請
」

27　

注
24
Ａ
文
献
参
照

28　

注
２
②
文
献
86
頁
「
直
江
津
線
工
事
の
起
る
に
及
び
、
南
は
直
江
津
・
関
山
間
の

工
事
を
担
任
し
、坂
口
新
田
、戸
草
、大
迫
（
大
廻
の
誤
植
）
等
の
隧
道
工
事
に
当
り
」

29　

注
24
Ａ
文
献
参
照

30　

き
っ
か
け
は
国
立
国
会
図
書
館
の
検
索
サ
イ
ト
で
、「
高
速
道
路
と
自
動
車
」
39

巻
12
号
に
、
小
川
德
平
の
碑
が
建
っ
て
い
る
と
い
う
文
を
見
つ
け
た
こ
と
。

高
速
道
路
調
査
会
に
調
査
を
依
頼
し
、
返
信
に
添
付
さ
れ
た
矢
野
純
一
氏
の
報
文

に
「
長
野
市
・
善
光
寺
の
裏
手
に
日
本
の
ト
ン
ネ
ル
工
事
の
祖
、
故
小
川
徳
平
の
記

念
碑
が
ひ
っ
そ
り
と
建
っ
て
い
る
。
上
信
越
自
動
車
道
の
建
設
現
場
で
働
く
作
業
員

の
多
く
は
、
正
月
休
み
を
郷
里
で
過
ご
し
た
あ
と
、
善
光
寺
の
ご
本
尊
と
、
こ
の
記

念
碑
に
１
年
の
無
事
故
を
祈
っ
て
か
ら
現
場
に
戻
る
」
と
記
さ
れ
て
い
た
。

現
地
を
確
認
し
、
善
光
寺
事
務
局
の
許
可
を
得
て
撮
影
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
た
。
と
も
ど
も
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

矢
野
純
一 

一
九
九
六
「
未
来
道
の
足
音
」『
高
速
道
路
と
自
動
車
』
第
39
巻
第
12

号　

高
速
道
路
調
査
会

31　

畠　

純
子
編
一
九
九
四
『
南
一
郎
平
の
世
界
』
豊
の
国
宇
佐
市
塾

32　

戸
草
近
辺
で
工
事
が
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
今
の
と
こ
ろ
未
確
認
。

33　

今
村
浅
治
郎
（
浅
次
郎
）
は
横
須
賀
線
の
工
事
（
一
般
土
工
）
や
北
海
道
鉄
道
工

事
の
請
負
人
と
し
て
名
が
み
え
る
（
注
２
②
文
献
98
、
４
１
６
頁
）。
徳
永
今
吉
も

北
海
道
鐡
道
工
事
の
請
負
人
の
中
に
名
が
み
え
る
（
注
２
②
文
献
４
１
８
頁
）。

34　

注
２
③
文
献
。
吉
田
組
に
つ
い
て
は
請
負
業
史「
吉
田
組
の
出
現
」に
詳
し
い（
注

２
②
文
献
43
～
49
頁
）。
吉
田
組
は
明
治
23
年
4
月
に
、
豊
野
町
浅
野
に
19
年
中
に

亡
く
な
っ
た
コ
レ
ラ
病
死
者
の
た
め
に
「

望
列
拉
病
死
者
供
養
塔
」
を
建
立
し
て

い
る
（
注
２
⑧
文
献
ほ
か
）。

35　

柏
原
町
区
誌
編
纂
委
員
会
一
九
八
八
『
柏
原
町
区
誌
』
４
１
０
・
４
１
１
頁

36　

三
水
村
公
民
館
一
九
五
五
「
老
人
の
日
に
よ
せ
て
」『
さ
み
ず
第
43
号
』

37　

齊
藤
利
貞
（
利
定
）
は
明
治
一
九
年
一
月
の
『
官
員
録
』
に
「
土
木
局
第
一
部　

長　

権
少
書
記
官　

兼
廣
嶋
縣
御
用
掛　

大
分　

正
七
位
南
一
郎
平　

駒
込
東
方

町
」
の
も
と
、「
九
等
属　

岡
山　

斎
藤
利
貞
」
と
記
さ
れ
て
い
る
人
物
か
。
現
業

社
の
有
力
な
幹
部
の
一
人
。
直
江
津
線
工
事
の
後
も
横
川
・
軽
井
沢
間
の
建
設
や
北

越
鉄
道
の
建
設
に
携
わ
っ
て
い
る
（
注
２
②
文
献
１
７
５
、
２
４
０
頁
）。

明
治
三
十
年
一
月
二
十
一
日
付
朝
日
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
、「
斉
藤
利
貞
会
葬
お

れ
い
」
に
は
、
南
尚
（
一
郎
平
）
が
友
人
の
筆
頭
に
記
載
さ
れ
て
お
り
、
関
係
の
深

さ
が
伺
え
る
。

38　

南
一
郎
平
に
つ
い
て
は
、
大
分
県
教
育
会
一
九
二
七
「
南
一
郎
平
（
克
己
）」『
續

修
身
科
郷
土
資
料
集
成
』、
奥
田　

忠
一
九
八
八
『
南
尚
翁
（
南
一
郎
平
）』、
注
16

文
献
な
ど
参
照
さ
れ
た
い
。

39　

な
お
、
同
『
官
員
録
』
に
は
、
土
木
部
第
二
部
・
お
よ
び
第
三
部
に
後
述
す
る
、

現
業
社
理
事
大
橋
靖
の
名
も
記
さ
れ
て
い
る
（
四
等
属　

岐
阜　

大
橋
靖
）。

40　

読
売
新
聞
「
ヨ
ミ
ダ
ス
歴
史
館
」
よ
り
検
索
（
讀
賣
新
聞　

明
治
19
年
６
月
８
日

朝
刊
４
頁
）

41　

石
川　

寛
二
〇
〇
四
「
明
治
前
期
に
お
け
る
官
吏
制
度
の
形
成
過
程
」

『
広
島
修
道
大
学　

修
道
法
学
』
27
巻
１
号

42　

現
業
社
の
創
立
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
注
２
②
文
献
の
「
現
業
社
の
出
現
」
で
ふ

れ
て
い
る
（
86
・
87
頁
）。

43　

注
２
②
文
献
91
頁

44　

図
１
は
、
注
２
①
文
献
２
３
２
頁
「
高
崎
・
直
江
津
間
線
路
図
」
を
原
図
と
し
、

一
部
追
加
し
た
も
の
で
あ
る
。
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